
　契約行為について、公平性・透明性・競争性の確保及び事務の効率化を図るため電子入札を積極的に採用するととも
に、契約した工事や業務の適正な履行を確保するため、事業完了後に検査を実施する。

積極的な電子入札の採用、市内建設業者の事務所の実態調査による不良不適格業者の排除、施工中の随時
検査と事業完了時の検査による適正な履行を確保していく。
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行政資源を有効に活用する行財政運営
自律協働都市

施
策
の
大
綱

総務部契約検査課

事業： 契約検査管理事業 0439
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整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第5章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

本事業を実施することにより、契約行為においては公平性・透明性・競争性の確保
及び事務の効率化を図ることができ、さらに、工事検査を実施することにより発注工
事の適正な完成を担保することができたため。A

積極的な電子入札の採用、不良不適格業者の排除、随時検査と完了検
査を的確に行った。

A
A

A

目

標

　適正な業者登録を実施した後、電子入札案件（工事）については随時検査の拡大を行い、電子入札案件以外の随意契
約等については、総合評価入札・指名競争入札の拡大検討を行う。適切な検査体制の確保、工事成績評定の実施及び
第三者の意見を取り入れることで、適正な履行の確保、業者指導、業者選定に反映させ、契約管理事務の適正化に向
けた更なる改善への取り組みを行う。又、各課において不用になった備品の売却を行う。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

43,809

5,044

5.00

0.00

3,199

0

0

1,845

一人あたり

世帯あたり 926

402

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

3,912

3,446

0

0

466

42,323

5.00

0.00

894

383

1,132

-247

0

0

1,379

1,486

0.00

0.00

32

19

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度
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価
理
由

評
価
理
由
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妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

38,765

0

事業費（決算額） 5,044

38,411

0

3,912

354

0

1,132 (千円)

 (千円)

 (千円)
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